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図1に示す解析モデルの上部構造 と柱脚が ともに弾性 と仮定 した
時の運動方程式は、以下のように得 られる。運動方程式の定式化に
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図4KobeJMA-UDの 時 刻 歴 波形
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時 刻歴 応 答 は 若 干 の 違 い が あ る。 図20よ り柱 脚 の浮 き上 がり変位
で は 、 鉛 直 動 入 力 に よ る差 が み られ 、図19の 全 体 変 位 は 、柱脚浮
き 上 が り変位 に影 響 を受 けて い る こ とが 分 か る。こ の解 析結 果より、
鉛 直 動 入 力 の 有 無 、 大 き さの 違 い が 、 柱 脚 浮 き上 が りを 考慮 した建
物 の上 部 構 造 の応 答 へ 及 ぼ す 影 響 は 小 さ いが 、 柱 脚 浮 き 上が り変位
に は 、 若 干 の 影 響 を及 ぼす こ とが 分 か る。
図21に 、caseOとcase3の 全 体 入 カ エ ネ ル ギ ー を示 す。この
解析 で は 、 エ ネ ル ギー の観 点 か ら見 る と、 鉛 直 入 力地 震 動 に よって
若 干 の 違 い が 生 じ、case3の方 が 、入 カ エネ ル ギー が 大 き くなって
い る こ とが 分 か る。 図22と 図23に 、 それ ぞ れ 水 平 入 力エ ネルギ
ー と鉛 直入 力 エ ネル ギ ー を分 けて 示 す 。 図22よ り、 水 平入 カェネ
ル ギー がcaseOとcase3で差 が 生 じ、case3のほ うが 大 き くなっ
て い る。 図23よ り、 お よそ4(s)から8(s)まで はcase3の鉛 直入
カ エ ネ ル ギー は 、caseOより小 さな 値 とな っ て い るこ とで、図21
の 全 体 エ ネ ル ギー 応 答 と して は 、caseOとcase3に 関す る差 は小
さ くな って い る こ とが 分 か る。 図23よ り、お よ そ9(s)以降 では鉛
直 入 力 エ ネ ル ギ ー はcase3では 正 の 入 力 とな り、図21に 示すcase
Oとcase3の全 体 入 カ エ ネ ル ギー の 違 い は若 干 大 き くな る。 図示し
一484一
ていな い が 、caseOとcase3の入 カ エ ネ ル ギー の 違 い につ いて 、
case3の入 カ エ ネ ル ギ ー が 大 き くな る 分 は 、 減 衰 エ ネ ル ギー が 増 加
する分 とほぼ 対応 す る 結果 とな っ て い る。
図24に は 、case3の鉛 直入 カエ ネ ル ギ ー と位 置 エ ネ ル ギー を示
ず。図17で 示 した結 果(case1)と比 べ 、鉛 直 地 震 動 エ ネ ル ギー の
1恰が大 き くな っ てお り、時 刻 に よ っ て負 の 入 力 か ら正 の 入 力 へ 変
iヒする な どの 違 い が あ る。 鉛 直 地 震 動 は 、 同 じ入 力 地 震 波 で も入 カ
レベル に よ って 、 正 と負 の入 力 効果 を 及 ぼ す こ とが 分 か る。
case3は、 記 録 され た 地震 動 よ りも か な り大 き な鉛 直動 入 力 を想
己した解 析 結 果 で あ る。 鉛 直 地震 動 入 力 が 応 答 に及 ぼす 影 響 は小 さ
、と考 え られ る。最 終 的 な 入 力 エ ネル ギ ー を み る と 、この解 析 で は 、
:ase3はcaseOの1.15倍の 全 体入 力 エ ネ ル ギー と な っ て お り、 ま
ヒ、図示 は しな か っ た が 、case1はcaseOの0.94倍と全 体 入 カ エ
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